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　　【巻頭挨拶】今後の過労死を防止する取り組み
過労死防止等対策推進全国センター代表幹事　　　　　　

過労死弁護団全国連絡会議幹事長　川人　博　

　過労死等防止対策推進法（過労死防止法）の施行後、過労死等の防止のための対
策を効果的に推進するための大綱作りが進められています。昨年１２月から厚生労
働省内で過労死等防止対策推進協議会が会合を重ね、近く過労死等防止対策大綱が
閣議決定される予定です。
　大綱には、時間外労働協定における特別延長時間や実際の時間外・休日労働時間
の縮減について啓発指導を行うこと、また、平成３２年までに週労働時間６０時間
以上の雇用者の割合を５% 以下とする目標を踏まえて、週労働時間が６０時間以上
の労働者をなくすよう努めることなどが盛り込まれています。この大綱の内容は、
従来の厚労省の通達内容とそう大きく変わりませんが、一省庁の通達ではなく、閣

議決定という格上げされたレベルでの政府の意思決定であり、今後、大いに活用していくことが大切です。
　また、昨年に引き続き、今年１１月の啓発月間に向けての取り組みも始まっています。全国２９か所で国（厚
労省）が主催し、当全国センター、過労死家族の会、過労死弁護団、諸団体が協力して過労死防止のための
集会を開催します。これらの取り組みを通じ、事業主をはじめ広範な国民に、過労死のない社会作りを訴え
ていきたいと思います。
　今後の取り組みにあたって、次の点について強調したいと思います。

１．労働史に関する歴史認識を深めていくことの大切さ
　昨年の富岡製糸場に続き、本年７月５日、「明治日本の産業革命遺産」として８県２３施設が世界文化遺産
へ登録されました。人類の技術開発の発展は、それ自体、意義のあることですが、この数年間の世界遺産登
録運動には、少なからぬ問題点があると思います。すなわち、この産業革命の過程で多くの働く人々のいの
ちと健康が犠牲となり、あるいはまた、地域住民が公害等で苦しめられた歴史があります。これらの産業革
命の負の部分に一切触れることなく登録が行われることは、今後の日本における労働者のいのちと健康を守

新ストップ！過労死　2015 年 7 月 21 日発行

 全国ニュース 第２号

発行：過労死等防止対策推進全国センター
◆東京事務局
〒１１３-００３３　東京都文京区本郷２-２７-１７
ＩＣＮビル２階　川人法律事務所内
TEL: ０３-３８１３-６９０９　FAX: ０３-３８１３-６９０２
◆関西事務局
〒５３０－００５１　大阪市北区西天満４－４－１８　
梅ヶ枝中央ビル７階　いわき総合法律事務所内
TEL：０６－６３６４－３３００　FAX：０６－６３６４－３３６６
◆ＨＰ：http://www.stopkaroshi.net/



第２号 新 ストップ！過労死　全国ニュース 2015 年 7 月 21 日

2

るうえでも放置できないことです。
　韓国が徴用問題で登録に対して異議を述べたことは注目されましたが、私たちは労働史の観点から産業革
命を総括する視点を持つことが大切です。今後、学校教育において近現代史が重視される動きとなっていま
すが、労働史を若者がきちっと学んでいくことは、現代における過労死をなくす取り組みにも大切なことです。

２．ＴＰＰ妥結による労働法破壊の危険
　アメリカ式労務管理の悪い部分を日本に導入しようとする動きが根強くあり、いわゆる残業代ゼロ法案も
その一つといえます。
　警戒すべきは、ＴＰＰ交渉が今年にも妥結の見通しとなっていることです。交渉内容がまったく明らかに
されていないという異常な状況のなかで、今後、労働法破壊がＴＰＰによって進められる危険性があります。
残業代ゼロ法案成立阻止の課題とともに、労働法改悪ではなく、労働時間規制をはじめとした労働法改正を
求める取り組みが今後一層重要になると考えます。

３．若者に対する啓発・教育活動の重要性
　過労死防止法や今回の防止大綱にも規定されている学校教育の場での啓発・教育活動を強めていくことが
大切です。
　これとあわせて、企業に対しては高校や大学に対する求人活動において、正確な実態に見あった労働条件
の明示を求めていくことも重要です。新卒者が入社後まもない時期に病気になり、あるいは、いのちまで落
とす事態が後を絶ちません。若者の過労死を防止する取り組みを、いっそう強めたいと思います。

４．啓蒙活動と労災認定
　厚生労働省・労働局・労基署とは、過労死を防止する諸活動において、連携すべきところは今後とも連携
を強化していくことが大切です。
　また、企業に対する啓蒙活動を進める必要があり、過労死防止法の制定により、その条件が広がっています。
しかしながら、他方では、労災認定や企業責任の場面において、労災行政や企業の姿勢に問題があれば、鋭
く対峙することもまた、必要です。現に発生した犠牲を抜きにして、過労死予防を語ることはできないから
です。
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いよいよ発足した過労死防止学会　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　            　　 　……６ｐ
　　　　過労死防止学会会長　関西大学名誉教授　森岡孝二　
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　～大阪から日本から過労死をなくために～３．１３過労死防止大阪センター結成総会開催      ……８ｐ
　　　　　過労死防止大阪センター　事務局長　柏原英人
　過労死防止京都連絡会の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ……９ｐ
　　　　　過労死防止京都連絡会　弁護士　古川　拓　
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【
寄
稿
】
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る

大
綱
の
作
成
に
あ
た
っ
て　
　
　
　
　
　

  　
　

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
総
務
課
長(

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
室
長)　

鈴
木　
英
二
郎　

　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
全
国
セ
ン
タ

ー
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
労
働
基
準
行
政
の
推
進
に
御
理
解
、
御

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
６
月
に
成
立
し
た
過
労
死
等

防
止
対
策
推
進
法
は
、
１
１
月
に
施
行
さ

れ
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の
法
律
に
基

づ
い
て
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
昨
年
１
２
月
か
ら
本
年
５

月
ま
で
５
回
に
わ
た
り
、
過
労
死
等
の
防

止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
案
の
作

成
の
た
め
の
議
論
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
に
は
、
全
国
過
労
死
を

考
え
る
家
族
の
会
や
過
労
死
弁
護
団
全
国

連
絡
会
議
の
方
々
に
も
委
員
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
大
変
貴
重
な
御
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
遺
族
の
方
々
の
思
い
や
過
労
死

等
に
至
っ
た
過
重
労
働
の
実
態
の
ほ
か
、

過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
し

て
、
労
働
時
間
の
分
析
や
過
労
死
等
の
事

案
等
に
関
す
る
調
査
研
究
の
視
点
や
、
教

育
現
場
を
通
じ
た
啓
発
活
動
の
重
要
性
、

法
令
遵
守
や
労
働
時
間
の
把
握
の
徹
底
、

公
務
職
場
に
お
け
る
対
策
の
推
進
、
民
間

団
体
と
の
連
携
の
必
要
性
な
ど
、
数
多
く

の
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
充
実

し
た
大
綱
案
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
綱
の
副
題
「
過
労
死
を
ゼ

ロ
に
し
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
」
も
全
国
過
労
死

を
考
え
る
家
族
の
会
委
員
の
御
提
案
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
改
め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
皆
様
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
大
綱
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
手
続
き
を
経
て
、
よ
う
や
く
世
間
に

出
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
大
綱
に
則
り
、
過
労
死
等
の
防
止
の

た
め
の
調
査
研
究
等
、
啓
発
、
相
談
体
制

の
整
備
等
、
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る

【特集２】過労死防止法１年目  各地のつどい・シンポジウムの報告（その 2）　   ……１１ｐ
　〔①北海道〕過労死を考える市民集会＠北海道２０１４のご報告　　　    　 　  　　　　   ……１１ｐ
　　　　　弁護士　皆川洋美
　〔②宮城〕「子どもたちに過労死のない社会を！」～１１．２１仙台過労死フォーラム開催報告～　　　
　　東北希望の会　代表　前川珠子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……１２ｐ
　〔③栃木〕栃木県「ストップ！過労死　市民集会」報告　　　　　　    　 　  　　　　　   ……１３ｐ
　　　　　弁護士　島薗佐紀
　〔④長野〕過労死を考える長野のつどいを開催　　　　　   　　　　　　　　 　 　  　　   ……１４ｐ
　　　　　いの健長野センター事務局長　菅田敏夫
　〔⑤愛知〕過労死防止を考えるつどいｉｎ名古屋　　　　　　　 　　　　　    　 　 　　   ……１５ｐ
　　　　　弁護士　岩井羊一　
　〔⑥愛媛〕人間らしい労働の実現を！過労死防止を考えるつどいを開催　 　　  　　 　　　 ……１６ｐ
　　　　　働くもののいのちと健康を守る愛媛県センター事務局長　竹下　武　　
　〔⑦福岡〕過労死等防止対策シンポジウム福岡の取組報告　　　 　　　　　    　 　  　　  ……１７ｐ
　　　　　弁護士　星野　圭　

【寄稿】過労死のない社会を作るために選んだ道　～厚生労働省に入省しました！～　          ……１８ｐ
　　　　「えだまめの会」ＯＢ　上杉泰樹

びっくり！意見書を採択した自治体は、実は１４３でした！　　  　 　　　　   　　　　　  ……１９ｐ
【資料】過労死防止対策に係る意見書採択自治体一覧（最終確定）    　 　　　　　   　　　　……１９ｐ

過労死防止学会の設立記念大会で
来賓あいさつをする鈴木氏
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支
援
の
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
過

労
死
等
が
な
く
、
仕
事
と
生
活
を
調
和
さ

せ
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
全
国
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

１
．
協
議
会
で
の
白
熱
し
た
議
論

　
（
創
刊
号
に
つ
づ
い
て
）
４
月
６
日
第
３

回
目
協
議
会
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
事

務
局
か
ら
大
綱
の
骨
子
案
が
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
。
我
々
７
人
の
協
議
会
委
員
は
骨

子
案
の
概
要
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
時
間
内
で
有
効
な
意
見
を
述
べ
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
入
念
な
打

ち
合
わ
せ
を
お
こ
な
い
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

た
意
見
を
持
ち
よ
り
協
議
会
に
挑
み
ま
し

た
。

　

一
方
、
情
勢
は
４
月
３
日
国
会
に
お
い

て
労
働
基
準
法
な
ど
の
改
正
案
、
い
わ
ゆ

る
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
国

会
へ
提
出
し
ま
し
た
。
協
議
会
に
お
い
て
、

有
識
者
委
員
の
川
人
博
弁
護
士
か
ら
、
労

働
時
間
規
制
の
例
外
が
過
労
死
発
生
と
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
十
分
に
調

査
、
議
論
し
た
上
で
、
法
改
定
の
提
案
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
法
に
よ
る
調
査
が
何
ら
実
施
さ

れ
て
い
な
い
段
階
で
、
労
働
基
準
法
の
改

定
の
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
、
国
会
に
上
程

さ
れ
た
こ
と
は
国
会
の
満
場
一
致
で
成
立

し
た
同
法
の
趣
旨
か
ら
見
て
遺
憾
で
あ
る
、

裁
量
労
働
制
、
変
形
労
働
時
間
制
等
と
過

労
死
発
生
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
速
や
か

な
調
査
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

様
々
な
対
策
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
骨
子
案
の
全
項
目

に
お
い
て
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
充

実
し
た
協
議
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
２
８
日
第
４
回
目
協
議
会
は
、
大

綱
の
素
案
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、
岩

城
穣
弁
護
士
か
ら
４
点
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

１
点
目
は
、
法
制
定
後
３
年
ま
で
に
、
週

労
働
時
間
６
０
時
間
以
上
の
雇
用
者
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
。
２
点
目
は
、
労
働
基
準

法
第
３
６
条
第
１
項
の
協
定
、
い
わ
ゆ
る

３
６
協
定
の
特
別
延
長
時
間
を
月
８
０
時

間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
。
３
点
目
は
、
勤
務
と
勤
務
の
間
隔
を

原
則
１
１
時
間
と
す
る
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規

制
の
導
入
を
一
定
数
値
に
伸
ば
す
こ
と
。 

４
点
目
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
つ
い
て

客
観
的
方
法
に
よ
る
労
働
時
間
の
把
握
を

行
わ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
過
労
死
で
亡

く
な
っ
た
人
か
ら
学
ん
だ
教
訓
で
あ
る
た

め
譲
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

専
門
家
委

員
の
山
崎
喜
比
古
先
生
か
ら
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
」
に
つ
い
て
真
剣

に
討
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
労

働
者
代
表
の
新
谷
信
幸
氏
か
ら
厚
労
省
が

ま
と
め
る
大
綱
に
よ
っ
て
過
労
死
が
本
当

に
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
こ

な
い
。
な
ど
、
過
労
死
を
な
く
す
た
め
の

本
気
度
が
試
さ
れ
ま
し
た
。
森
岡
孝
二
先

生
か
ら
日
程
に
と
ら
わ
れ
ず
期
日
の
延
長

を
提
案
さ
れ
ま
し
が
、
事
務
局
の
方
が
個

別
訪
問
さ
れ
、
大
綱
（
案
）
の
修
正
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
結
局
、
来
年

度
予
算
の
取
得
と
第
２
回
啓
発
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
準
備
の
関
係
で
５
月
２
５
日

第
５
回
協
議
会
は
最
終
回
と
さ
れ
、
大
綱

（
案
）
の
確
認
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
私
た
ち
７
人
の
協
議

会
委
員
は
連
名
で
、
次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ

う
な
声
明
を
出
し
ま
し
た
。

大
綱
案
が
完
成
！

～
過
労
死
を
ゼ
ロ
に
し
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
～

　
　
　
　
　
　
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
代
表　
寺
西　
笑
子　

5 月 25 日の第 5 回協議会の様子。左から、専門家
委員の堤、宮本、岩村（会長）、森岡、山崎の各委員
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２
．
感
慨
深
い
「
大
綱
（
案
）」
の
完
成
と
、

私
た
ち
の
決
意

　

当
初
１
０
頁
だ
っ
た
「
骨
子
案
」
は

２
０
頁
の
大
綱
（
案
）
に
な
り
、
１
頁
目

の
冒
頭
に
私
た
ち
が
提
案
し
た
「
過
労
死

を
ゼ
ロ
に
し
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
」
と
い
う
大

綱
の
目
的
を
表
す
副
題
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
【
第
１
．
は
じ
め
に
】
は
、

過
労
死
は
「
社
会
問
題
」
と
書
か
れ
、
若

者
の
使
い
捨
て
を
認
め
、
過
労
死
等
は
人

権
問
題
で
あ
る
こ
と
。
国
民
的
運
動
が
反

映
し
た
署
名
数
と
地
方
議
会
意
見
書
採
択

数
が
明
記
さ
れ
、
成
立
過
程
で
立
法
の
気

運
が
高
ま
っ
た
国
連
勧
告
、
超
党
派
議
員

連
盟
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
一
つ
一

つ
の
字
句
に
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
頃
の

こ
と
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。「
家
族
の
会
」、「
過

労
死
防
止
実
行
委
員
会
」、「
過
労
死
防
止

セ
ン
タ
ー
」、「
過
労
防
止
学
会
」
と
思
わ

れ
る
団
体
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
た
の
も
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
四
つ
の
要
望
案
は
法
改
正

が
必
要
と
さ
れ
不
採
用
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
大
綱
に
よ
る
適
切
な
調
査
研
究
が
な

さ
れ
る
こ
と
で
過
労
死
の
問
題
点
が
浮
き

彫
り
に
な
り
、
施
行
後
３
年
を
目
途
に
必

要
な
法
制
上
・
財
政
上
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
私
た
ち
は
四
つ
の

要
望
を
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
、
や
が

て
「
過
労
死
を
ゼ
ロ
に
し
、
健
康
で
充
実

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
し
共
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
５
回
協
議
会
に
提
出
さ
れ
た
大
綱
（
案
）
に
つ
い
て

協
議
会
委
員　
川
人
博
、
岩
城
穣
、
森
岡
孝
二
、
寺
西
笑
子
、　

中
野
淑
子
、
中
原
の
り
子
、
西
垣
迪
世　

（
２
０
１
５
年
（
平
成
２
７
年
）
５
月
２
５
日
）　

１　

経
過

　

２
０
１
４
年
６
月
２
０
日
、
過
労
死
等

防
止
対
策
推
進
法
（
以
下
、「
過
労
死
防
止

法
」
な
い
し
単
に
「
法
」
と
い
う
。）
が
成

立
し
、
同
年
１
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
に
は
「
過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
室
」
が
置
か
れ
、
法
に
も
と
づ
く
最

初
の
「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
の

１
１
月
を
中
心
に
、
全
国
各
地
で
労
働
局

と
過
労
死
防
止
に
取
り
組
む
民
間
団
体
が

連
携
し
て
過
労
死
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
律
の
最
大
の
意
義
は
、
過
労
死

の
防
止
を
国
お
よ
び
自
治
体
の
責
務
と
し

て
定
め
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
過
労
死
等
の
総
合
的
な
調
査
研

究
が
国
の
責
任
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
と
も
に
、
啓
発
、
相
談
体
制
の
整
備
、

民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
等
の
過

労
死
防
止
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

ま
た
過
労
死
等
の
防
止
対
策
に
関
す
る

大
綱
を
作
成
す
る
た
め
に
厚
生
労
働
省
に

「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会
」
が
設

置
さ
れ
た
。
協
議
会
に
は
、
私
た
ち
７
名

を
含
め
、
過
労
死
遺
族
、
労
働
者
代
表
、

使
用
者
代
表
、
学
識
経
験
者
の
２
０
名
が

参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
協
議
会
は
、

２
０
１
４
年
１
２
月
１
７
日
（
第
１
回
）、

２
０
１
５
年
２
月
２
０
日
（
第
２
回
）、
４

月
６
日
（
第
３
回
）、
４
月
２
８
日
（
第
４

回
）、
５
月
２
５
日
（
第
５
回
）
に
開
催
さ

れ
た
が
、
第
１
回
協
議
会
は
委
員
の
自
己

紹
介
と
意
見
表
明
、
第
２
回
協
議
会
は
、

国
と
地
方
の
公
務
災
害
の
状
況
が
主
な
議

題
で
あ
っ
た
。
第
３
回
協
議
会
で
は
大
綱

の
構
成
を
箇
条
書
き
に
し
た
「
大
綱
（
案
）

骨
子
」
が
事
務
局
か
ら
示
さ
れ
た
に
と
ど

ま
り
、
第
４
回
協
議
会
に
い
た
っ
て
、
よ

う
や
く
文
章
で
肉
付
け
さ
れ
た
検
討
に
堪

え
う
る
「
大
綱
（
素
案
）」
が
示
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
７
人
は
、
こ
の
間
、
第
３
回
協

議
会
に
向
け
て
、
３
月
中
旬
に
私
た
ち
の

見
解
（
大
綱
試
案
）
を
事
務
局
に
送
る
と

と
も
に
、
毎
回
、
協
議
会
の
議
論
を
リ
ー

ド
し
て
、
大
綱
の
望
ま
し
い
内
容
と
改
善

す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
、
こ
も
ご
も
意
見

を
開
陳
し
た
。

２　

評
価
で
き
る
内
容

　

過
労
死
防
止
法
に
は
「
労
働
時
間
」、「
長

時
間
労
働
」、「
賃
金
不
払
残
業
」
等
の
語

句
は
な
い
。
し
か
し
、
過
労
死
防
止
の
見

地
か
ら
は
当
然
と
は
い
え
、
大
綱
案
に
は

左から、当事者委員の寺西、中野、中原、西垣、
労働者委員の岸、新谷、冨田、八野の各委員
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随
所
に
こ
れ
ら
の
語
句
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
。
ま
た
大
綱
案
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
、

労
働
契
約
法
等
の
規
定
に
触
れ
て
、
事
業

者
（
使
用
者
）
は
安
全
健
康
確
保
義
務
を

有
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
法

の
規
定
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近

年
で
は
過
労
自
殺
が
若
い
年
齢
層
に
多
発

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大

綱
案
は
、
若
者
の
働
き
方
の
啓
発
に
関
連

し
て
、
大
学
生
・
高
校
生
に
対
す
る
過
重

労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
を
含
め
た
労

働
関
係
法
令
に
関
す
る
知
識
の
重
要
性
を

強
調
し
て
い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

　

大
綱
案
は
啓
発
、
相
談
体
制
の
整
備
、

民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
等
は
、

調
査
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
行
う
と
し

な
が
ら
も
、
過
労
死
等
の
防
止
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
成
果
を
待
つ

こ
と
な
く
、
長
時
間
労
働
を
削
減
し
、
労

働
者
の
健
康
管
理
に
か
か
わ
る
措
置
を
徹

底
し
、
良
好
な
職
場
環
境
を
形
成
の
上
、

労
働
者
の
心
理
的
負
荷
を
軽
減
し
て
い
く

こ
と
は
急
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
含
む
過

労
死
等
防
止
対
策
の
推
進
に
お
け
る
民
間

団
体
へ
の
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
支

援
が
細
か
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
大

綱
案
の
特
徴
で
あ
る
。

３　

残
さ
れ
た
課
題

　

私
た
ち
は
、
①
週
労
働
時
間
が
６
０
時

間
以
上
の
労
働
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
、

②
月
８
０
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
の
特

別
延
長
時
間
を
定
め
る
３
６
協
定
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
、
③
イ
ン
タ
ー
バ
ル
休
息
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
も
数
値
目
標
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
、
④
す
べ
て
の
事
業
場
・

労
働
者
に
つ
い
て
労
働
時
間
を
客
観
的
方

法
に
よ
り
適
正
に
把
握
さ
せ
る
こ
と
な
ど

を
主
張
し
た
が
、
結
局
、
大
綱
の
対
策
は

現
行
の
法
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い

う
理
由
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
過
労
死
等
の
防
止
の
鍵

を
握
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
大
綱

の
運
用
の
中
で
で
き
る
限
り
実
現
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

過
労
死
防
止
法
は
、
施
行
後
３
年
を
目

途
と
し
て
、
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検

討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
附

則
２
項
）。
私
た
ち
は
調
査
研
究
等
の
結
果

を
踏
ま
え
、
こ
の
大
綱
に
規
定
さ
れ
て
い

る
対
策
に
つ
い
て
適
宜
見
直
す
と
と
も
に
、

上
記
４
点
を
含
め
、
過
労
死
等
の
防
止
の

た
め
に
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

　

本
年
５
月
２
３
日
（
土
）、
明
治
大
学
駿

河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
で
、

「
過
労
死
防
止
学
会
設
立
記
念
大
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
過
労
死
家
族
の
会
や

過
労
死
弁
護
団
な
ど
の
熱
心
な
運
動
が
実

っ
て
、
昨
年
６
月
に
議
員
立
法
で
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
（
過
労
死
防
止
法
）

が
成
立
し
、１
１
月
に
施
行
さ
れ
た
。ま
た
、

１
２
月
に
は
「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め

の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
を
策
定
す
る
た

め
に
、「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

協
議
会
は
２
０
名
の
過
労
死
家
族
、
有

識
者
、
労
使
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
過

労
死
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
た
民
間
間
団

体
か
ら
、
家
族
会
の
寺
西
笑
子
さ
ん
、
中

原
の
り
子
さ
ん
、
西
垣
迪
世
さ
ん
、
中
野

淑
子
さ
ん
、
弁
護
士
の
川
人
博
さ
ん
、
岩

城
穣
さ
ん
、
そ
れ
に
私
の
７
人
が
参
加
し

て
い
る
。
同
協
議
会
は
本
年
５
月
ま
で
５

回
の
会
合
を
重
ね
、
さ
き
ご
ろ
「
過
労
死

等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」

案
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

過
労
死
防
止
法
が
制
定
さ
れ
て
、
は
じ

め
て
過
労
死
の
総
合
的
な
調
査
研
究
が
国

の
責
任
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
民
間
で
も
過
労
死
（
過
労

自
殺
お
よ
び
過
労
疾
病
を
含
む
）
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
過
労

死
の
効
果
的
な
防
止
の
た
め
の
対
策
と
取

り
組
み
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
過
労

死
防
止
学
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
、
昨
年

１
０
月
に
準
備
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て

１
１
月
に
３
０
人
余
り
の
方
に
発
起
人
を

お
願
い
し
、
本
年
２
月
に
関
係
方
面
に
入

会
の
お
願
い
を
す
る
ま
で
に
こ
ぎ
着
け
た
。

会
員
は
学
際
的
、
分
野
横
断
的
に
、
過
労

死
被
災
者
の
家
族
、
勤
労
者
の
い
の
ち
と

健
康
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
、
弁
護
士
、

活
動
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
そ
の
他
本

会
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
を
対
象
に
広

く
呼
び
か
け
た
。

　

３
月
に
は
、
発
起
人
の
お
一
人
の
黒
田

兼
一
先
生
の
お
世
話
で
、
会
場
は
明
治
大

い
よ
い
よ
発
足
し
た
過
労
死
防
止
学
会

過
労
死
防
止
学
会
会
長　
関
西
大
学
名
誉
教
授　
森
岡
孝
二　
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学
に
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
第
１
部
：
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
第
２
部
：
設
立
総
会
、

第
３
部
：
懇
親
会
と
い
う
３
部
構
成
で
設

立
記
念
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
急
が
れ
る
過
労

死
の
調
査
研
究
と
防
止
対
策
―
―
い
ま
何

が
問
わ
れ
て
い
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
以
下

の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
た
。

〈
司
会
〉

川
人　

博
（
弁
護
士
、
全
国
過
労
死
弁
護

団
幹
事
長
）

笠
木　

映
里
（
九
州
大
学
法
学
部
准
教
授
）

〈
報
告
〉

寺
西　

笑
子
（
過
労
死
を
考
え
る
全
国
家

族
の
会
代
表
）

　
「
過
労
死
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す

　

遺
族
の
願
い
と
防
止
法
の
課
題
」

熊
沢　

誠
（
甲
南
大
学
名
誉
教
授
）

　
「
過
労
死
・
過
労
自
殺
の
要
因
と
こ
れ
か

　

ら
の
課
題
」

加
藤　

敏
（
自
治
医
科
大
学
精
神
医
学
教

室
教
授
）

　
「
こ
こ
最
近
の
日
本
に
お
け
る
企
業
情
勢

　

と
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

〈
予
定
討
論
〉

ノ
ー
ス
・
ス
コ
ッ
ト
（
大
阪
大
学
人
間
科

学
研
究
科
教
授
）

岸　

玲
子
（
北
海
道
大
学
環
境
健
康
科
学

研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）

西
谷　

敏
（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

東
海
林　

智
（
毎
日
新
聞
記
者
）

　

冒
頭
、
労
働
基
準
局
総
務
課
長
（
過
労

死
等
防
止
対
策
推
進
室
長
）、
鈴
木
英
二
郎

氏
よ
り
行
政
の
取
り
組
み
と
本
学
会
へ
の

期
待
を
中
心
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

第
１
報
告
の
寺
西
さ
ん
は
、
夫
を
過
労

自
殺
で
亡
く
し
た
ご
自
身
の
体
験
を
話
さ

れ
、
市
役
所
職
員
で
あ
っ
た
父
を
過
労
自

殺
で
な
く
し
た
マ
ー
君
の
作
文
と
「
僕
の

夢
」
と
い
う
有
名
な
詩
を
読
み
上
げ
た
。

　

第
２
報
告
の
熊
沢
さ
ん
は
、
依
然
と
し

て
頻
発
す
る
過
労
死
・
過
労
自
殺
の
要
因

を
、
主
と
し
て
日
本
企
業
の
働
か
せ
方
の

枠
組
み
と
そ
れ
を
受
容
せ
ざ
る
を
え
な
い

労
働
者
の
主
体
意
識
を
中
心
に
話
さ
れ
た
。

　

第
３
報
告
の
加
藤
さ
ん
は
、
日
本
の
職

場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
を
、
疫
学
的

視
点
か
ら
、
職
場
結
合
性
う
つ
病
・
双
極

性
障
碍
と
高
度
資
本
主
義
下
の
非
人
間
的

作
業
を
中
心
に
話
さ
れ
た
。

　

予
定
討
論
で
は
、
ノ
ー
ス
さ
ん
か
ら
、

「
過
労
死
防
止
基
本
法
」
で
は
な
く
「
過

労
等
防
止
対
策
推
進
法
」
と
な
っ
た
こ
と

は
、
目
的
を
そ
ら
す
も
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
が
述
べ
ら
れ
た
。
岸
さ
ん
か
ら
、

２
０
１
１
年
４
月
に
日
本
学
術
会
議
か
ら

発
表
さ
れ
た
働
く
人
の
安
全
と
健
康
に
関

す
る
「
提
言
」
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
た
。

西
谷
さ
ん
か
ら
、
長
時
間
労
働
の
問
題
を

過
労
死
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
狭
い
基
準

で
論
じ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
自
由
時

間
や
家
族
生
活
や
社
会
参
加
の
問
題
と
し

て
も
、
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
論

点
が
提
起
さ
れ
た
。
東
海
林
さ
ん
か
ら
、

現
在
政
府
が
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
の
創
設
や
裁

量
労
働
制
の
拡
大
は
、
過
労
死
ゼ
ロ
と
矛

盾
す
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

設
立
記
念
大
会
に
は
傍
聴
者
や
報
道
関

係
者
を
含
め
、
当
初
の
予
想
を
大
き
く
上

回
る
２
３
０
名
が
参
加
さ
れ
、
大
会
の
模

様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
朝
日
新
聞
な
ど
で
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。
第
３
部
の
懇
親
会
も
盛
大

に
行
わ
れ
た
。
な
お
、
第
１
部
の
設
立
総

会
で
は
、
働
く
者
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
東
京
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
の
色
部
祐
氏

に
議
長
に
推
薦
さ
れ
、
会
則
・
会
費
・
幹

事
会
の
体
制
な
ど
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
、

当
面
、
森
岡
が
代
表
幹
事
を
務
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
と
討
論
は
、

遠
か
ら
ず
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w.jskr.net/

に
掲
載
す
る
予
定
な
の

で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
来
年
の
大
会
は
関
西
で
今
年
と
同

じ
よ
う
な
時
期
（
５
月
下
旬
）
に
開
催
さ

れ
る
見
込
で
あ
る
。

　

追
記
：
設
立
記
念
大
会
後
も
広
く
会
員

を
募
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
大
会
後
の
入

会
者
を
含
め
、
現
在
ま
で
に
２
２
０
名
を

超
え
て
い
ま
す
。
働
く
者
の
い
の
ち
と
健

康
に
関
心
の
あ
る
方
の
入
会
を
歓
迎
し
ま

す
。
手
続
き
は
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

入
会
申
込
欄
か
ら
お
願
い
ま
す
。

（『
働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
』

２
０
１
５
年
夏
季
号
か
ら
転
載
し
ま
し
た
。

写
真
は
岩
城
穣
弁
護
士
の
提
供
）

左から、報告を行った 3 人（寺西、
熊沢、加藤の各氏）と予定討論
を行った 4 人（東海林、西谷、岸、
ノース・スコットの各氏）
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２
０
１
５
年
３
月
１
３
日
、
エ
ル
お
お
さ
か
で
過
労
死
防

止
大
阪
セ
ン
タ
ー
結
成
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
０
０
名

の
会
場
に
１
４
０
名
を
超
え
る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
立
ち
見

の
人
も
多
い
中
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
結
成
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
も
入
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
２
０

時
４
５
分
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
日

新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
産
経
新
聞
、
赤
旗
新
聞
、 

民
主
新
報
、
神
戸
新
聞
の
記
者
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
松
丸
正
代
表
幹
事
は
こ
れ
ま
で
の
大
阪
に

お
け
る
過
労
死
防
止
の
取
組
み
と
大
阪
セ
ン
タ
ー
結
成
の
意

義
に
つ
い
て
述
べ
た
後
「
今
日
を
出
発
点
に
過
労
死
を
な
く

【特集 1】各地の地方センターの結成と活動の紹介

　昨年１０月の全国センターの結成後、各地で「地方センター」を結成しようとの動きが広がっています。
これまで、兵庫、大阪、京都の 3 府県で結成され、福岡（後記報告参照）でも準備が進んでいます。
　このうち兵庫は前号で紹介しましたので、今号では大阪、京都の報告をご紹介します。

―
大
阪
か
ら
日
本
か
ら
過
労
死
を
な
く

す
た
め
に
ー

３
．
１
３
過
労
死
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー

結
成
総
会
開
催

過
労
死
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー　
事
務
局
長　
柏
原
英
人　

す
取
組
み
を
大
き
く
前
進
さ
せ
よ
う
」
と

結
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
ご
来
賓
挨
拶
と
し
て
大
阪
労
働

局
の
松
井
吉
昭
部
長
か
ら
大
阪
に
お
け
る

過
労
死
等
防
止
対
策
の
取
組
み
等
の
ご
報

告
を
い
た
だ
い
た
後
、
最
後
に
結
成
す
る

過
労
死
防
止
大
阪
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
激

励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
、
粥
川
裕
平
精
神
科
医
、
名
古

屋
工
業
大
学
名
誉
教
授
の
講
演
で
は
、
人

は
な
ぜ
働
き
す
ぎ
る
と
精
神
疾
患
に
な
る

の
か
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
後
、

精
神
疾
患
を
患
う
と
自
己
を
肯
定
す
る
感

情
（
自
己
肯
定
感
）
が
な
く
な
り
、
死
に

至
る
（
希
死
念
慮
を
伴
う
）
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
多
用
し
た
軽
妙

な
語
り
口
で
医
学
の
知
識
の
な
い
わ
た
し

た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

　

続
い
て
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
司
会

の
岩
城
穣
副
代
表
幹
事
の
リ
ー
ド
で
、
こ

れ
ま
で
大
阪
で
過
労
死
を
な
く
す
活
動
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
団
体
を
代
表
す
る

方
々
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
今
後
の

課
題
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
へ
の

期
待
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寺
西
笑
子
さ
ん
は
、
大
阪
か
ら
は
じ
ま

っ
た
過
労
死
防
止
の
取
組
み
に
つ
い
て
語

り
、
全
国
に
先
駆
け
た
大
阪
の
活
動
に
期

待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

西
野
方
庸
（
ま
さ
の
ぶ
）
さ
ん
は
、
法

律
が
設
置
を
義
務
付
け
て
い
な
い
５
０
人

未
満
の
事
業
所
に
も
産
業
医
は
必
要
と
い

う
持
論
を
展
開
し
た
う
え
で
、
そ
う
い
う

事
業
所
に
お
け
る
産
業
医
の
役
割
に
つ
い

て
、
国
が
予
算
化
し
て
い
る
の
に
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
ま
し
て
や
利
用
さ

れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。
法
制
定

を
踏
ま
え
、「
仏
（
法
律
）
に
魂
を
い
れ
る

作
業
」、「
制
度
に
魂
を
入
れ
る
活
動
」
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

橋
本
芳
章
さ
ん
は
、
労
働
相
談
に
携
わ

っ
て
き
た
者
と
し
て
の
意
見
と
と
も
に
、

行
政
経
験
を
活
か
し
、「
国
、
府
、
市
町
村

一
体
で
啓
発
を
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
口
修
造
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
取
組
み

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
産
業
医
と

医
師
会
と
の
意
見
交
換
」、「
過
労
死
遺
族

事務局長に選任され決意
表明を行う柏原氏

講演をされた粥川氏

司会をした林裕悟弁護士
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の
話
を
聞
く
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
」、「
労
働
組
合
が
職
場
か
ら
過
労
死
を

出
さ
な
い
宣
言
を
す
る
こ
と
」
の
３
点
が

大
切
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
過
労
死
防
止
大
阪
セ
ン
タ

ー
結
成
総
会
」
で
は
、
事
務
局
長
の
柏
原

よ
り
規
約
・
基
本
方
針
・
役
員
の
提
案
を

行
い
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
一
つ
一
つ
の
取
組
み
で
も
救
わ

れ
る
命
は
必
ず
あ
る
。
多
く
の
取
組
み
を

積
み
重
ね
れ
ば
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が

出
来
る
…
」
と
話
し
た
後
、
大
阪
セ
ン
タ

ー
と
し
て
国
や
自
治
体
と
連
携
し
て
調
査
・

研
究
や
啓
発
活
動
、
相
談
活
動
な
ど
を
進

め
、
大
阪
か
ら
過
労
死
を
な
く
し
て
い
く

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
宣
言
で
は
友
延
秀
雄
幹
事
が

設
立
宣
言
を
行
い
、
大
阪
か
ら
過
労
死
を

な
く
す
た
め
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
旨

を
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
池
江
利
幹
事
が
「
過
労
死
は
、

亡
く
な
っ
た
人
間
の
尊
い
人
生
を
奪
い
ま

す
。
あ
る
日
突
然
、
遺
族
に
な
っ
た
妻
、

子
供
、
父
、
母
は
過
労
死
を
さ
せ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
、
一
生
苦
し
む
、
深
い
悲
し

み
に
突
き
落
と
さ
れ
、
家
族
の
平
凡
な
生

活
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。
私
達
遺
族
は
悲
し

い
思
い
を
す
る
遺
族
を
こ
れ
以
上
見
た
く

な
い
…
」
こ
と
を
述
べ
た
後
、
ぜ
ひ
多
く

の
方
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
過
労
死
を

な
く
す
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
訴
え
結
成
総
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

過
労
死
防
止
の
取
組
み
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
が
、
多
く
の
団
体
や
個
人

か
ら
参
加
・
賛
同
を
い
た
だ
き
力
強
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昨

年
成
立
し
た
過
労
死
防
止
法
を
実
の
あ
る

も
の
に
し
て
、
こ
の
大
阪
か
ら
日
本
か
ら

過
労
死
を
な
く
す
た
め
の
取
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

は
じ
め
に

　

京
都
で
は
、
今
年
の
４
月
１
７
日
に
、

過
労
死
防
止
基
本
法
制
定
京
都
実
行
委
員

会
や
、
昨
年
１
１
月
に
開
催
し
た
「
過
労

死
を
考
え
る
つ
ど
い
」
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
を
前
身
と
し
て
、「
過
労
死
防
止
京

都
連
絡
会
（
以
下
「
京
都
連
絡
会
」
と
い

い
ま
す
）」
を
結
成
し
、
過
労
死
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
連
絡
会
は
、
個
人
や
労
組
な
ど
の

団
体
い
ず
れ
も
が
加
入
可
能
な
団
体
と
し

て
、
現
時
点
で
は
９
人
と
１
２
団
体
の
ご

参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
家
族
の
会
、

過
労
死
弁
護
団
、
い
の
健
セ
ン
タ
ー
、
職

対
連
、
中
田
衛
一
ネ
ッ
ト
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

な
ど
か
ら
出
て
い
た
だ
い
て
い
る
幹
事
で
、

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
幹
事
会
を
開
き
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
相
談
を
し
て
い

ま
す
。

２　

学
習
会
の
開
催

　

こ
れ
ま
で
４
月
に
結
成
総
会
を
行
っ
て

以
降
、
６
月
２
５
日
に
は
、
寺
西
笑
子
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
５
月
に
発
表

さ
れ
た
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策

に
関
す
る
大
綱
」（
案
）
に
つ
い
て
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会
は
、

事
前
に
京
都
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
寺
西
さ
ん
に
、

過
労
死
防
止
法
成
立
以
降
の
推
進
協
議
会

で
の
議
論
の
経
緯
や
、「
大
綱
（
案
）」
の

評
価
で
き
る
点
と
問
題
点
、
今
後
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
い

た
だ
き
、
現
状
と
取
り
組
み
の
方
向
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
京
都
新

聞
の
記
事
を
見
て
参
加
さ
れ
た
市
民
の
方

が
積
極
的
に
ご
質
問
を
さ
れ
る
な
ど
、
有

意
義
な
学
習
会
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

３　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

ま
た
、「
大
綱
（
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
募
集
に
対
し
て
は
、
京
都
連
絡

会
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
提
出
す
る
こ
と
と

し
て
、
幹
事
会
で
内
容
を
議
論
し
、
提
出

し
ま
し
た
。
特
に
、
労
働
時
間
の
「
客
観

的
な
方
法
に
よ
る
」
適
正
把
握
に
つ
い
て

は
、
京
都
の
過
労
死
の
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
そ
の
中
で
で
得
た
教
訓
に
も
と
づ

き
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

４　

１
１
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

　

ま
た
、
今
年
の
１
１
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
労
働
局
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ

い
て
も
議
論
を
進
め
て
お
り
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
、
寺
西
さ
ん
の
ほ
か
、
脇
田
滋

教
授
、
吉
中
丈
志
医
師
（
循
環
器
内
科
）

を
お
呼
び
し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

過
労
死
防
止
京
都
連
絡
会
の
取
り
組
み

過
労
死
防
止
京
都
連
絡
会　
弁
護
士　
古
川　
拓　
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ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５　

最
後
に

　

京
都
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け
の
取
り

組
み
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
継
続
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
過
労
死
防
止
法
制
定
の
取
り
組

み
に
お
い
て
、
署
名
・
毎
月
の
定
例
街
頭

宣
伝
・
自
治
体
意
見
書
採
択
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
１
１
月
は
、
過
労
死
防
止
法
施
行

後
の
第
２
回
啓
発
月
間
と
な
り
ま
す
。
昨

年
の
啓
発
月
間
で
は
、
多
く
は
私
た
ち
の

主
導
で
、
１
１
月
か
ら
今
年
５
月
ま
で
の

約
半
年
間
の
間
に
、
合
計
３
０
都
道
府
県

で
「
つ
ど
い
」
や
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
新
全
国

ニ
ュ
ー
ス
第
１
号
（
２
０
１
５
年
２
月

１
８
日
発
行
）
１
２
～
１
３
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
た
２
４
都
道
府
県
に
加
え
て
、
奈
良

（
１
１
月
１
９
日
）、埼
玉
（
２
月
２
０
日
）、

長
野
（
２
月
２
８
日
）、栃
木
（
３
月
７
日
）、

佐
賀（
３
月
２
８
日
）、愛
媛（
５
月
３
１
日
）

の
６
県
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
佐
賀
以
外
の
２
９
都
道
府

県
（
佐
賀
は
開
催
が
決
ま
っ
た
時
期
が
遅

か
っ
た
た
め
、
今
年
は
国
の
主
催
に
間
に

合
い
ま
せ
ん
で
し
た
）
で
は
、
今
年
は
国

主
催
（
開
催
費
用
も
国
の
予
算
か
ら
出
る
）

で
行
い
、
全
国
セ
ン
タ
ー
や
家
族
の
会
、

過
労
死
弁
護
団
な
ど
幅
広
い
団
体
が
後

援
・
協
賛
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
目
標
は
、
東
京
・
愛
知
・
大
阪

の
３
都
府
県
が
３
０
０
人
、
北
海
道
・
宮

城
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
・
石
川
・
京

都
・
兵
庫
・
広
島
・
福
岡
の
１
０
道
県
が

２
０
０
人
、
秋
田
・
栃
木
・
福
井
・
山
梨
・

長
野
・
静
岡
・
三
重
・
滋
賀
・
奈
良
・
和

歌
山
・
鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
愛
媛
・
大
分
・

宮
崎
の
１
６
県
が
１
０
０
人
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
都
道
府
県
で
は
、
昨
年
の
経

験
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
年
は
国
が
主
催
す

る
と
い
う
条
件
を
最
大
限
に
生
か
し
、
参

加
呼
び
か
け
の
対
象
を
思
い
切
っ
て
広
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
（
労
働
団
体
の

ほ
か
経
営
者
団
体
、業
界
団
体
、弁
護
士
会
、

社
労
士
会
、
医
師
会
、
各
種
学
会
、
市
民

団
体
な
ど
）。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
県
で
は
、
今
年
は
、

上
記
の
都
道
府
県
が
昨
年
行
っ
た
よ
う
に

自
主
的
に
開
催
し
（
た
だ
し
、
昨
年
同
様

要
請
が
あ
れ
ば
国
（
労
働
局
）
や
自
治
体

が
後
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）、

実
績
を
作
っ
た
う
え
で
、
来
年
度
に
は
国

主
催
に
よ
る
開
催
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
国
に
と
っ
て
も
、

す
べ
て
が
初
め
て
の
取
組
で
す
が
、
過
労

死
防
止
法
と
大
綱
を
広
く
周
知
さ
せ
、
過

労
死
防
止
を
大
き
な
流
れ
に
し
て
い
く
た

め
に
も
、
今
年
の
各
地
で
の
取
組
は
大
変

大
き
な
意
義
を
持
ち
ま
す
。
全
国
各
地
の

皆
さ
ん
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

第
２
回
過
労
死
防
止
啓
発
月
間
の
取
組
の
準
備
が
進
む

全
国
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長　
弁
護
士　
岩
城　
穣　
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平
成
２
６
年
１
１
月
２
２
日
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
過
労
死
を

考
え
る
市
民
集
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
参
加
数
は
５
７
人
で
し
た
。

　

他
の
地
域
と
同
様
、
労
働
局
・
北
海
道

の
後
援
を
得
て
、
当
日
も
北
海
道
労
働
局

よ
り
、
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課
長
、
北
海
道
経
済
部
労
働
局
雇
用
労
政

課
主
幹
か
ら
の
挨
拶
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
北
海
道
は
、
道
議
会
と
地
方

議
会
で
の
「
過
労
死
防
止
基
本
法
」
制
定

に
向
け
た
決
議
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
決
議
に
向
け
て
尽
力
い
た
だ
い
た
赤
根

広
介
道
議
会
議
員
、
真
下
紀
子
道
議
会
議

員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
読
み
上
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
の
講
演
は
、
全
国
過
労

死
遺
族
会
代
表
寺
西
笑
子
さ
ん
か
ら
、「『
過

労
死
と
は
、
過
労
死
防
止
法
に
か
け
る
思

い
』
法
制
定
ま
で
の
活
動
と
法
を
活
か
し

た
過
労
死
根
絶
へ
の
取
組
み
」
と
題
し
て
、

寺
西
さ
ん
自
身
の
事
件
体
験
か
ら
、
遺
族

会
と
し
て
の
活
動
、
過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
法
制
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
弁
護
士
か
ら
、
過
労
死
等
防

止
対
策
推
進
法
の
概
要
と
、
こ
の
法
律
の

意
義
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
こ
の
法
律
を
生
か
し
て
い
く
べ
き
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
も
行
い
ま
し

た
。
特
に
、
北
海
道
は
自
殺
対
策
に
お
い

て
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
る
自
治
体
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
同
様
の
対
応
を
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
の
遺
族
会
か
ら
も
、
現

在
の
遺
族
会
の
状
況
、
個
別
の
事
案
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
北
海
道
の
遺
族
会
は
、
発
足
し
て
か

ら
ま
だ
数
年
と
い
う
若
い
会
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
所
で
発
表
す
る
こ

と
に
抵
抗
の
あ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
教
育
啓
発
活
動
を
し
て
い
く
の

に
あ
た
っ
て
、
遺
族
会
の
層
を
厚
く
し
て

い
く
こ
と
（
こ
れ
自
体
本
来
は
よ
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
の
現
場
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

と
い
う
こ
と
で
、
労
働
組
合
の
方
か
ら
、

切
実
な
相
談
内
容
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

労
働
組
合
、
な
か
ん
ず
く
地
域
組
合
の
果

た
す
役
割
が
小
さ
く
な
い
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
と
共
に
、
弁
護
士
と
し
て
す
く

い
上
げ
ら
れ
な
い
辛
い
実
態
を
聞
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
通
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
３
時
間
と
い
う
時
間
を
感

じ
さ
せ
な
い
程
、
充
実
し
た
内
容
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
集
会
に
つ
い
て
は
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
、
特
に
、
新
人
看

護
士
の
過
労
死
案
件
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
寺
西

さ
ん
の
お
話
・
本
市
民
集
会
が
こ
れ
と
合

わ
せ
て
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
市
民
集
会
は
、
北
海
道
過
労

死
問
題
研
究
会
、
い
の
け
ん
北
海
道
セ
ン

【特集 2】過労死防止法１年目 
各地のつどい・シンポジウムの報告（その 2）

　過労死防止法が施行された平成２７年１１月以降、全国３０都道府県で「つどい」やシンポジウムが行
われました。
　前号（２０１５年２月１８日発行）では神奈川、大阪、兵庫、島根、宮崎の５府県の取組みを紹介しま
した。本号では北海道、宮城、栃木、長野、愛知、愛媛、福岡の７道県の取り組みについて、担当者から
の報告を掲載します。

〔
北
海
道
〕
過
労
死
を
考
え
る
市
民
集
会
＠
北
海
道

２
０
１
４
の
ご
報
告

弁
護
士　
皆
川
洋
美　
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タ
ー
と
、
北
海
道
の
遺
族
会
で
あ
る
「
過

労
死
を
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
で

構
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
実
行
委
員
会
形
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
集
会
を
実
施
し
て
い
く
に

あ
た
り
、
オ
ー
ル
北
海
道
で
の
実
施
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
全
て
の
労
働
者
の
た
め

に
活
動
し
て
い
く
団
体
と
の
協
力
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
平
成

２
７
年
の
市
民
集
会
の
共
同
実
施
に
つ
い

て
、
今
か
ら
提
案
を
し
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 
　

２
０
１
４
年
１
１
月
２
１
日
。
午
後
６

時
半
よ
り
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

ス
タ
ジ
オ
シ
ア
タ
ー
に
て
、
過
労
死
等
防

止
対
策
推
法
の
施
行
を
受
け
「
子
ど
も
た

ち
に
過
労
死
の
な
い
社
会
を
！
」
と
題
し
、

過
労
死
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
東
北
希
望
の
会
（
過
労
死
遺
族
・

本
人
・
家
族
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
）
で
、

宮
城
県
の
後
援
を
得
て
、
開
催
に
当
た
っ

て
は
、
働
く
者
の
命
と
健
康
を
守
る
宮
城

県
セ
ン
タ
ー
の
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

開
催
直
前
の
告
知
と
な
り
、
集
会
参
加

者
は
５
０
名
と
比
較
的
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
学
生
さ
ん
も
多
数
参
加
さ
れ
、
過
労

死
防
止
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
労
働
局
労
働
基
準
監
督
課
長

横
田
秀
樹
様
よ
り
、
新
法
に
つ
い
て
の
説

明
が
有
り
、
こ
の
法
律
は
生
ま
れ
た
て
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
育
て
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
い
う
こ
と
や
、
現
段
階
で
国
が
行
っ

て
い
る
対
策
の
こ
と
、
な
ど
の
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
役
中
学
校
教
諭
で
あ
る
遠

藤
利
美
様
か
ら
、
学
校
現
場
に
お
け
る
教

員
の
労
働
実
態
に
つ
い
て
の
ご
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
教
員
の
在
校
時
間
集
計
は
平

均
で
、
月
８
０
時
間
を
越
え
る
こ
と
が
あ

る
。
中
学
校
の
平
均
で
こ
う
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
過
労
死
が
誰
に
で
も
あ

り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
生
徒
指
導

上
の
諸
課
題
、
部
活
動
の
問
題
な
ど
な
ど
、

ご
自
身
の
過
労
か
ら
の
う
つ
病
体
験
を
交

え
て
の
お
話
に
は
迫
力
が
あ
り
、
大
勢
の

子
ど
も
の
目
の
前
で
起
こ
る
「
過
労
死
」

の
危
険
性
を
ま
ざ
ま
ざ
と
伝
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
始
前
の
、
ほ

ん
と
う
に
短
い
時
間
の
中
で
、
労
働
局
の

横
田
様
に
、
学
校
現
場
で
の
教
員
の
過
重

労
働
の
実
態
に
つ
い
て
デ
ー
タ
ー
を
踏
ま

え
、
訴
え
か
け
る
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
遠

藤
先
生
の
姿
に
は
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
錦
町
産
業
医
学
セ
ン
タ
ー
広

瀬
敏
雄
先
生
か
ら
も
、
ご
挨
拶
を
頂
き
、

遺
族
の
訴
え
が
有
り
、
会
場
か
ら
の
活
発

な
意
見
交
換
が
続
き
ま
し
た
。

　

東
北
希
望
の
会
で
は
昨
年
、
過
労
死
を

テ
ー
マ
に
公
演
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
東
北
大
学
法
学
部
模
擬
裁
判
実
行
委
員

の
学
生
さ
ん
た
ち
に
、
協
力
を
し
て
き
た

の
で
す
が
、
過
労
死
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
こ
の
、
学
生
さ
ん
た
ち
が
多
数
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
親
御
さ
ん
が
中
学

教
員
の
方
も
い
て
、
切
実
さ
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
の

中
に
は
、「
過
労
死
を
な
く
す
」
為
に
働
き

た
い
。
と
い
う
若
者
や
、
厚
生
労
働
省
に

就
職
す
る
た
め
に
勉
強
中
の
ひ
と
も
い
て
、

少
し
ず
つ
で
も
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

何
か
が
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
思
い
ま
し
た
。

　
（
こ
の
「
過
労
死
」
が
テ
ー
マ
の
学
生
さ

ん
に
よ
る
模
擬
裁
判
は
、「
隣
席
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
昨
年
１
１
月
東
北
大
学
萩
ホ

ー
ル
に
て
実
施
さ
れ
、
２
０
０
０
名
の
来

場
者
を
得
て
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
大

変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
余
談
で
す

が
夫
が
所
属
し
た
大
学
で
、
学
生
さ
ん
た

ち
が
過
労
死
を
テ
ー
マ
に
し
た
裁
判
劇
を

企
画
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
遺
族
と
し
て

ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。）

　

こ
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
、
い

ろ
ん
な
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
、

と
て
も
大
事
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
を
足
が
か

り
に
、
少
し
づ
つ
で
も
厳
し
い
現
実
が
変

わ
り
、
こ
れ
以
上
苦
し
い
思
い
す
る
ひ
と

が
い
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
、
遺
族
と

し
て
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

〔
宮
城
〕「
子
ど
も
た
ち
に
過
労
死
の
な
い
社
会
を
！
」

～

仙
台
過
労
死
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
報
告
～

東
北
希
望
の
会　
代
表　
前
川
珠
子　

11
 ・
21
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栃
木
県
で
は
、
平
成
２
７
年
３
月
７
日
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
過
労
死　

市
民
集
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
集
会
は
、
栃
木
県
弁
護

士
会
の
人
権
公
害
委
員
会
内
の
労
働
・
社

会
保
障
部
会
が
主
催
し
、
栃
木
労
働
局
に

後
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。実
は
、労
働
・

社
会
保
障
部
会
が
毎
回
夜
に
開
催
さ
れ
る

た
め
、
私
は
出
席
が
難
し
く
、
同
集
会
の

運
営
に
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

一
参
加
者
と
し
て
の
立
場
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
集
会
で
は
、
ま
ず
、
川
人
博
先
生
に
、

「
過
労
死
の
実
態
と
そ
の
防
止
対
策
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
川
人
先
生
は
、
ま
ず
、
過
労
死
防
止

法
の
成
立
の
経
過
や
内
容
を
分
か
り
や
す

く
ご
説
明
下
さ
り
、
次
に
、
具
体
的
な
過

労
死
事
件
に
つ
い
て
、
映
像
を
交
え
て
分

か
り
や
す
く
ご
紹
介
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
な
ぜ
過
労
死
が
発
生
し
て
い
る
の

か
、
日
本
の
歴
史
的
な
背
景
を
含
め
て
ご

説
明
下
さ
っ
た
上
で
、
過
労
死
を
な
く
す

た
め
の
緊
急
提
言
と
し
て
、
学
校
教
育
に

お
い
て
労
働
法
を
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
、

勤
務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
等
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。大
変
分
か
り
や
す
く
、ま
た
、

豊
富
な
ご
経
験
に
基
づ
い
た
深
み
の
あ
る

ご
講
演
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
川
人
先
生
が
取
り
組
ま
れ
た

過
労
自
殺
事
件
の
ご
遺
族
か
ら
の
ご
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
過
労
に
よ
り
自
死
さ
れ

た
ご
本
人
及
び
ご
遺
族
の
悩
み
と
苦
し
み
、

過
労
死
事
件
の
理
不
尽
さ
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
く
る
お
話
で
し
た
。

　

次
に
、
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課
長
の
西
本
直
哉
氏
か
ら
、「
過
労
死
等
防

止
対
策
推
進
法
の
概
要
と
栃
木
労
働
局
の

取
組
」
と
題
す
る
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

栃
木
労
働
局
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
（
平

成
２
６
年
１
１
月
）（
重
点
監
督
、
過
重
労

働
解
消
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
・
シ
ョ

ッ
プ
、
県
内
の
主
要
な
労
使
団
体
等
へ
の

協
力
要
請
等
）、
②
働
き
方
改
革
推
進
本
部

設
置
（
県
内
の
主
要
な
労
使
団
体
等
へ
の

協
力
要
請
、
長
時
間
労
働
削
減
等
の
好
事

例
収
集
及
び
紹
介
等
）、
③
働
き
方
・
休
み

方
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
事
業
場
側
の

自
主
的
改
善
の
促
進
に
つ
い
て
、
詳
細
な

ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
栃
木
労
働
局
が
、

熱
心
に
過
労
死
防
止
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
内
容
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
変
充
実
し
た
集
会
の

内
容
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加

者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
残
念

で
し
た
。
当
日
、
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
り
、
声
掛
け
を
し
た
労
働
組
合
関
係
者

等
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
等

も
影
響
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
広

報
の
仕
方
、
協
力
を
よ
び
か
け
る
団
体
の

範
囲
な
ど
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
で
は
、
現
在
過
労
死
に
関
す
る

活
動
の
主
体
が
若
手
ば
か
り
で
、
ノ
ウ
ハ

ウ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
今
秋
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
私
も
微

力
な
が
ら
全
国
過
労
死
弁
護
団
連
絡
会
議

及
び
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
全
国
セ
ン

タ
ー
と
の
窓
口
と
し
て
積
極
的
に
運
営
に

参
加
し
、
皆
様
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
栃
木
〕
栃
木
県
「
ス
ト
ッ
プ
！
過
労
死　

市
民
集
会
」

報
告　

弁
護
士　
島
薗
佐
紀　
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２
月
２
８
日
に
「
過
労
死
を
考
え
る
長

野
の
つ
ど
い
」
が
長
野
市
・
高
校
会
館
で

開
催
さ
れ
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
つ
ど
い
は
、
い
の
健
長
野
セ
ン
タ
ー
と

過
労
死
を
な
く
す
長
野
県
家
族
の
会
、
過

労
死
弁
護
団
で
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

初
め
て
長
野
労
働
局
の
ご
協
力
も
得
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
い
の
健
長
野
セ

ン
タ
ー
古
畑
俊
彦
理
事
長
は
、「
多
く
の
皆

さ
ん
の
努
力
で
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
が
で
き
た
。
こ
れ
を
過
労
死
を
な
く
す

た
め
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
、
安
倍
政
権
が
労
働
時
間
の
適

用
除
外
制
度
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の

は
問
題
だ
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
報
告
者
は
、
渡
邊
暁
氏
（
長
野

労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
長
）
で
、「
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
の
内
容
と
労
働

局
の
取
組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
渡
邊
氏
は
過
労
死
等

防
止
対
策
推
進
法
の
目
的
や
理
念
に
つ
い

て
、
過
労
死
等
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な

る
中
で
、
そ
の
防
止
と
健
康
で
充
実
し
て

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
。
こ
の

法
律
の
成
立
を
受
け
て
「
過
重
労
働
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
み
、
重
点
監

督
指
導
で
は
違
法
な
時
間
外
労
働
が
約
半

数
の
事
業
場
で
あ
り
、
約
９
割
の
事
業
場

に
労
働
基
準
法
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
月
２
８
０
時
間

を
超
え
る
違
法
な
時
間
外
労
働
を
行
わ
せ
、

割
増
賃
金
を
抑
え
る
た
め
に
労
働
時
間
を

改
ざ
ん
し
て
い
た
例
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
で
は
、
企
業
へ

の
働
き
か
け
や
監
督
指
導
の
強
化
な
ど
を

強
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
過
労
死
弁
護
団
の
一
由
貴
史
弁

護
士
か
ら
「
過
労
死
の
実
情
と
過
労
死
を

な
く
す
た
め
の
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
由
氏
は「
脳

心
臓
疾
患
」
と
「
精
神
障
害
」
に
関
わ
る

労
災
申
請
と
支
給
決
定
の
動
向
に
触
れ
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
自
ら
が
関

わ
っ
た
事
例
に
ふ
れ
な
が
ら
、
労
災
認
定

が
「
時
間
外
労
働
８
０
時
間
」
と
い
う
形

式
的
な
審
査
に
な
り
が
ち
で
、
労
働
密
度

や
環
境
が
反
映
さ
れ
ず
認
定
さ
れ
な
い
問

題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
運
動
で
認
定
基
準

を
変
え
て
き
た
こ
と
や
、
今
回
の
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
の
成
立
に
結
び
つ
い

た
こ
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
安
倍
政
権
が
最
近
推
進
す
る
、
残
業

代
ゼ
ロ
法
案
が
過
重
労
働
を
押
し
付
け
る

こ
と
に
な
る
と
批
判
し
、
反
対
運
動
を
強

め
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
流
で
は
、
松
村
弁
護
士
か
ら
「
過
労

死
の
認
定
は
最
初
は
大
変
だ
っ
た
。
裁
判

等
で
の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
変

化
を
つ
く
り
だ
し
、
長
野
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。」
と
の
発
言
が
あ
り
、

家
族
の
会
か
ら
は
、
お
父
さ
ん
を
過
労
死

で
な
く
し
た
息
子
さ
ん
の
「
命
こ
そ
宝
」

と
い
う
作
文
が
紹
介
さ
れ
、
過
労
死
を
な

く
そ
う
と
の
訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。

〔
長
野
〕
過
労
死
を
考
え
る
長
野
の
つ
ど
い
を
開
催　

い
の
健
長
野
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長　
菅
田
敏
夫　

渡邊暁氏（長野労働局
労働基準部監督課長）

過労死弁護団の
一由貴史弁護士

主催者代表挨拶をする古畑俊彦氏
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会
場
は
ほ
ぼ
満
席
に

　

名
古
屋
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
主

催
の
、
過
労
死
防
止
を
考
え
る
つ
ど
い
ｉ

ｎ
名
古
屋
が
、
１
１
月
２
２
日
土
曜
日
、

午
後
１
時
３
０
分
か
ら
午
後
４
時
１
０
分

頃
ま
で
の
あ
い
だ
、
名
古
屋
市
中
村
区
の

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
参
加
者
数
は
お
よ
そ
７
７
名
。
１
０
０

名
の
会
場
で
し
た
が
、
概
ね
満
席
で
し
た
。

「
前
」
衆
議
院
議
員　

今
枝
宗
一
郎
さ
ん
が

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
１
日
前
の
解
散
で
「
前
」
衆
議

院
議
員
と
な
っ
た
、
今
枝
宗
一
郎
さ
ん
が
、

挨
拶
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
枝

さ
ん
は
、
今
回
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
成
立
の
た
め
に
、
国
会
で
尽
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
衆
議
院
議
員
で
す
。
解
散
で
、

そ
の
後
の
準
備
に
お
忙
し
い
と
思
わ
れ
る

の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
出
席
し
て
く
だ
り
、
挨

拶
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 　

続
い
て
、
家
族
の
会
、
代
表
世
話
人
の

鈴
木
美
穂
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
か
ら
は
、
過
労
死
を
し
た

方
の
家
族
の
苦
労
が
切
々
と
伝
わ
る
も
の

で
し
た
。
夫
を
失
い
、
家
族
を
支
え
な
が

ら
裁
判
を
す
る
大
変
さ
を
、
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

愛
知
労
働
局　

監
督
課
長
さ
ん
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省　

愛
知
労
働
局　

労
働
基

準
部　

監
督
課 

小
川
裕
由
監
督
課
長
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
い
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
の
内

容
。
労
働
基
準
監
督
署
が
、
企
業
の
指
導

を
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い

て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
熱

心
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

長
時

間
労
働
防
止
対
策
や
労
働
基
準
監
督
署
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
労
災
認
定
基
準
に
つ
い

て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
参
考
資

料
を
提
供
し
、
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
部
を
会
場
ま
で
直
接
運
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
川
課
長
さ
ん
は
、

最
後
ま
で
残
っ
て
参
加
い
た
だ
き
、
私
の

話
や
、
家
族
の
会
の
お
話
も
聞
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

  

私
か
ら
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

私
か
ら
「
な
く
そ
う
過
労
死
ま
も
ろ
う

労
働
基
準
法
」
と
題
し
て
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
過
労
死
が
法
律
で

定
め
ら
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
、
こ
の
法
律
を
実
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
過
労
死
」
を
な
く
そ

う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
誰
も
異
論

が
な
い
。
だ
か
ら
全
会
一
致
で
法
律
も
推

定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
と
を

活
か
し
た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
お
話
し

ま
し
た
。

 

家
族
の
会
の
３
人
が
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
の
会
か
ら
は
、
小
出
典
子
さ
ん
、

原
田
美
和
さ
ん
、
杉
林
信
由
紀
さ
ん
に
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
出
典
子
さ
ん
は
、
裁
判
の
闘
い
が
大

変
だ
っ
た
こ
と
、
敗
訴
や
、
不
支
給
な
ど

の
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　

原
田
さ
ん
は
、
夫
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

徐
々
に
様
子
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
く
様

子
を
語
り
ま
し
た
。
労
災
認
定
に
至
る
苦

労
な
ど
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　

杉
林
さ
ん
は
、
中
学
校
の
教
師
で
脳
出

血
で
倒
れ
て
障
害
者
に
な
っ
た
鳥
井
さ
ん

の
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
の
先
生
の
過
酷
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

な
お
、
鳥
井
さ
ん
の
事
件
は
当
時
は
最
高

裁
継
続
中
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
基
金
の

上
告
は
受
理
さ
れ
ず
、
鳥
井
さ
ん
の
勝
訴

判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。 

閉
会
の
言
葉
は
水
野
幹
男
弁
護
士

　

最
後
は
、
全
国
過
労
死
弁
護
団
連
絡
会

議
・
代
表
幹
事
の
水
野
幹
男
弁
護
士
。

　

今
日
来
て
い
た
だ
い
た
労
働
局
も
監
督

課
は
、
わ
れ
わ
れ
と
全
く
同
じ
方
向
で
協

力
し
合
え
る
は
ず
。
過
労
死
防
止
の
た
め

に
ま
す
ま
す
活
動
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

ば
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
日
新
聞
で
は
１
１
月
２
１
日
に
予
告

報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知
労
働
局
、

愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
愛
知
県
弁
護
士
会

に
後
援
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
方
の
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

前
衆
議
院
議
員
の
大
西
健
介

さ
ん
は
、
残
念
な
が
ら
、
来
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

集
会
は
、
多
く
の
方
の
協

力
で
大
成
功
で
し
た
。 

〔
愛
知
〕
過
労
死
防
止
を
考
え
る
つ
ど
い
ｉ
ｎ
名
古
屋　

弁
護
士　
岩
井
羊
一　

代表世話人　鈴木美穂　さんの主催者挨拶
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過
労
死
防
止
法
の
施
行
を
記
念
し
て「
過

労
死
防
止
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
５
月

３
０
日
、
愛
媛
県
松
山
市
内
で
開
催
し
ま

し
た
。
働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
愛
媛
県
セ
ン
タ
ー
、
過
労
死
弁
護
団
な

ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
労

働
組
合
の
ほ
か
、
家
族
の
会
の
会
員
や
学

生
な
ど
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
は
愛
媛
労
働
局
、
愛
媛
県
、
松

山
市
が
後
援
し
、
愛
媛
労
働
局
か
ら
神
戸

労
働
基
準
部
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
神
戸
部
長
は
「
過
労
死
は

社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
」
と
し
た

過
労
死
防
止
法
が
成
立
し
た
過
程
に
触
れ

な
が
ら
、
官
民
が
一
体
で
過
労
死
防
止
に

取
り
組
む
意
義
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
の
健
愛
媛
県
セ
ン
タ
ー
の
河
野
文
朗

理
事
長
が
「
男
性
正
社
員
の
５
人
に
１
人

は
１
か
月
の
残
業
時
間
が
過
労
死
ラ
イ
ン

の
８
０
時
間
を
超
え
て
働
い
て
い
る
。
過

労
死
防
止
法
が
で
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
が
大
事
だ
」
と
主
催
者
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

全
国
過
労
死
を
考
え
る
会
代
表
の
寺
西

笑
子
さ
ん
が
講
演
し
、
ご
自
身
の
経
験
や

家
族
の
会
の
活
動
、
過
労
死
防
止
法
制
定

に
む
け
て
国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け
や
国

連
へ
の
訴
え
等
の
活
動
、
過
労
死
防
止
法

成
立
の
意
義
と
と
も
に
「
法
を
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議

代
表
幹
事
の
松
丸
正
弁
護
士
は
、
講
演
の

な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
過
労
死
事
件
に
触
れ

ら
れ
な
が
ら
「
実
態
と
し
て
現
在
で
も
労

働
時
間
は
適
正
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

労
働
基
準
法
『
改
正
』
で
さ
ら
に
長
時
間

労
働
が
深
刻
化
す
る
」
と
労
働
法
制
改
悪

の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
自
分
の
子
ど
も
や
夫
の

働
き
方
が
心
配
と
い
う
労
働
相
談
を
よ
く

受
け
る
。
本
人
が
な
ん
と
か
し
よ
う
と
思

う
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
家
族
と
も
悩
む
」「
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
る
労
働
時
間
を
３
６
協
定
で
認
め
る『
死

ん
だ
労
働
組
合
』
と
い
う
指
摘
を
組
織
全

体
の
も
の
に
し
た
い
」「
ご
遺
族
か
ら
貴
重

な
お
話
が
聞
け
た
。
過
労
死
を
な
く
す
運

動
に
も
っ
と
力
を
い
れ
た
い
」
と
発
言
が

あ
り
、
参
加
し
た
学
生
さ
ん
か
ら
は
「
人

間
ら
し
く
働
く
社
会
に
し
た
い
と
い
う
思

い
は
同
じ
。
労
基
法
は
ど
う
し
た
ら
守
ら

れ
る
の
か
と
思
う
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

つ
ど
い
の
後
に
家
族
の
交
流
会
と
、
い

の
健
愛
媛
県
セ
ン
タ
ー
の
総
会
を
お
こ
な

い
、
過
労
死
を
な
く
し
人
間
ら
し
い
労
働

の
実
現
の
た
め
、
労
働
法
制
改
悪
阻
止
、

安
全
衛
生
委
員
会
の
活
動
の
確
立
な
ど
今

後
の
運
動
に
つ
い
て
議
論
を
お
こ
な
い
ま

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
過
労
死
防
止
啓
発
月
間
で
は
、

１
１
月
１
０
日
（
火
）
に
松
山
市
内
で
過

労
死
問
題
の
企
画
を
行
う
こ
と
が
予
定
さ

れ
、
準
備
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

〔
愛
媛
〕
人
間
ら
し
い
労
働
の
実
現
を
！
過
労
死
防
止
を

考
え
る
つ
ど
い
を
開
催　

働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
愛
媛
県
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長　
竹
下　
武　
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１　

２
０
１
４
年
過
労
死
等
防
止
対
策
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
福
岡
の
開
催

　

福
岡
県
で
は
、
昨
年
、
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
法
の
施
行
を
受
け
て
、
以
下
の

と
お
り
、
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

①
名
称　
「
過
労
死
防
止
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
～
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
を
活
か

し
て
過
労
死
ゼ
ロ
の
社
会
へ
」

②
開
催
日
時　

２
０
１
４
年
１
１
月
１
９

日
（
水
）
１
７
：
３
０
～
１
９
：
３
０

③
主
催　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
福
岡

セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
会

④
共
催　

九
州
労
働
弁
護
団
・
自
由
法
曹

団
福
岡
支
部
・
福
岡
青
年
法
律
家
協
会

⑤
後
援　

福
岡
労
働
局
・
全
国
過
労
死
を

考
え
る
家
族
の
会
・
過
労
死
弁
護
団
全
国

連
絡
会
議

⑥
主
な
内
容

　

ⅰ
）
来
賓
ご
挨
拶　

福
岡
労
働
局
労
働

部
長

　

ⅱ
）
基
調
講
演
「
過
労
死
防
止
法
成
立

の
意
義
と
課
題
」　

岩
城
穣
弁
護
士

　

ⅲ
）
詩
「
ぼ
く
の
夢
」
の
朗
読　

地
元

の
小
学
生

　

ⅳ
）
過
労
死
家
族
の
会
か
ら
の
呼
び
か

け　

全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
代

表
　
ⅴ
）
地
元
か
ら
の
活
動
報
告
な
ど

・
過
労
死
家
族
の
支
援
者　

複
数
の
過
労
死

　

事
件
支
援
者
の
会
事
務
局
長

・
命
と
健
康
を
守
る
会
福
岡
地
区
連
絡
会
の

　

方
・
エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
働
組
合
の
方

・
福
岡
市
職
員
労
働
組
合
の
方

・
福
岡
県
労
連
の
方

・
九
州
社
会
医
学
研
究
所
の
方
（
医
師
）

　

ⅵ
）
主
催
者
を
代
表
し
て
閉
会
の
ご
挨

拶　

梶
原
恒
夫
弁
護
士

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
は
約
６
０
名
。

そ
の
内
、
２
０
名
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
が
あ
り
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推

進
福
岡
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
活
動
に
期
待

す
る
、
継
続
的
な
取
組
に
期
待
す
る
、
自

分
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
回
答
が

多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

２　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
福
岡
セ
ン

タ
ー
の
設
立
準
備
状
況

　

昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
主
催
者
と
な

っ
た
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
福
岡
セ
ン

タ
ー
設
立
準
備
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、

福
岡
県
内
の
弁
護
士
、
九
州
労
働
弁
護
団
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
労
働
組
合
関

係
者
や
医
療
従
事
者
な
ど
と
の
間
で
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
、
そ
の
設
立
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

過
労
死
等
防
止
対
策
の
取
組
は
超
党
派

の
課
題
で
す
の
で
、
今
後
、
党
派
を
超
え

た
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
具
体
的
な
制
度

に
つ
な
げ
て
い
く
運
動
が
重
要
で
す
。
そ

こ
で
、
準
備
会
で
は
、
党
派
を
超
え
た
多

様
な
団
体
へ
の
呼
び
か
け
を
実
現
す
る
べ

く
九
州
労
働
弁
護
団
に
同
セ
ン
タ
ー
の
中

心
に
な
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
要
請
し
、

本
年
７
月
、
九
州
労
働
弁
護
団
は
、（
福
岡

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
）
九
州
労
働

弁
護
団
に
お
い
て
過
労
死
等
防
止
対
策
推

進
福
岡
セ
ン
タ
ー
の
中
心
を
担
っ
て
い
く

こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
福
岡
で
は
、
九
州
労
働
弁
護
団

を
中
心
に
、
多
様
な
団
体
に
参
加
を
呼
び

か
け
な
が
ら
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
福

岡
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て
具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

〔
福
岡
〕
過
労
死
等
防
止
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
福
岡
の
取

組
報
告　

弁
護
士　
星
野　
圭　

閉会挨拶を行う梶原恒夫弁護士

基調講演を行う岩城穣弁護士

地元小学生の「ぼくの夢」の朗読
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全
国
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
過
労
死
の
な
い
社
会
を

作
る
学
生
の
会
「
え
だ
ま
め
の
会
」
Ｏ
Ｂ

の
上
杉
泰
樹
と
申
し
ま
す
。
今
年
の
３
月

に
大
学
を
卒
業
し
、
４
月
か
ら
厚
生
労
働

省
に
入
省
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
慣
れ
な
い
な
が

ら
も
日
々
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
ご
報

告
も
兼
ね
て
、
私
が
厚
生
労
働
省
に
入
省

し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
今
後
の
決

意
表
明
を
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
、
筆
を

執
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
学
生
生
活
は
、「
え
だ
ま
め
の
会
」

抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
会
を
立
ち
上
げ

た
き
っ
か
け
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
で
過
労
死

に
つ
い
て
学
ん
だ
事
、
東
京
家
族
会
代
表

の
中
原
さ
ん
に
お
会
い
し
た
事
で
し
た
。

最
初
は
な
ぜ
過
労
死
は
日
本
で
し
か
起
こ

ら
な
い
の
だ
ろ
う
、
な
ぜ
昔
か
ら
騒
が
れ

て
い
る
社
会
問
題
な
の
に
解
決
さ
れ
な
い

の
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
を
持
ち
、
も
っ

と
過
労
死
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
学
び
た

い
と
い
う
純
粋
な
興
味
か
ら
活
動
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
涙
な
が
ら
に
お

話
を
さ
れ
る
遺
族
の
方
々
、
そ
う
し
た
悲

し
み
に
寄
り
添
い
、
解
決
に
向
け
て
尽
力

な
さ
っ
て
い
る
過
労
死
弁
護
団
の
方
々
な

ど
、
活
動
を
通
し
て
様
々
な
方
と
お
会
い

す
る
う
ち
に
、
自
分
の
中
で
過
労
死
を
な

く
し
た
い
、
過
労
死
の
な
い
社
会
を
作
ら

な
け
れ
ば
、
と
い
う
使
命
感
が
生
ま
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
、

「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」
の
成
立

で
し
た
。
私
自
身
も
駅
前
で
の
演
説
や
署

名
活
動
、
議
員
会
館
で
の
ロ
ビ
ー
活
動
や

院
内
集
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
衆
議
院
で
の
可
決
の
瞬
間
を
こ
の

目
で
見
る
こ
と
が
出
来
た
時
は
、
皆
様
の

長
年
の
努
力
が
実
っ
た
と
感
無
量
で
し
た
。

そ
ん
な
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会
え
、
法
案

成
立
の
た
め
に
皆
様
と
一
緒
に
活
動
し
た

日
々
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
過
労
死
は
今
で
も
起
こ
り
続

け
て
い
ま
す
。
今
日
も
誰
か
が
過
労
で
倒

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
過
労
死
の

な
い
社
会
を
作
る
」
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
、
自
分
に
は
何
が
出
来
る
の
か
、

悩
み
続
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
し
た
結
論

が
、
厚
生
労
働
省
に
入
省
す
る
、
と
い
う

進
路
で
し
た
。
過
労
死
を
な
く
す
た
め
に

は
、
１
人
１
人
の
意
識
も
大
切
で
す
が
、

や
は
り
国
の
制
度
や
法
律
を
変
え
て
い
く

こ
と
も
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
入
省
し
た
て

で
業
務
に
慣
れ
る
こ
と
で
精
一
杯
で
す
が
、

「
過
労
死
の
な
い
社
会
を
作
る
」
と
い
う
初

心
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
皆
様
の
期
待

に
応
え
て
い
け
る
よ
う
な
厚
生
労
働
省
職

員
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
寄
稿
】
過
労
死
の
な
い
社
会
を
作
る
た
め
に
選
ん
だ
道

～
厚
生
労
働
省
に
入
省
し
ま
し
た
！
～　

「
え
だ
ま
め
の
会
」
Ｏ
Ｂ　
上
杉
泰
樹　
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【資料】過労死防止対策に係る意見書採択自治体一覧（最終確定）

びっくり！意見書を採択した自治体は、実は１４３でした
　この過労死防止全国センターの前身である「ストップ！過労死　実行委員会」が、過労死防止法の制定ま
でに意見書を採択した自治体として把握していたのは、１０道府県を含む「１２１」でした（旧「ストップ！
過労死　全国ニュース号外」５ページ参照）。
　ところが、実は、私たちの知らないところで採択していた自治体が相当数あり、大綱の文章を作る中で厚
労省とすり合わせを行ったところ、意見書を採択した自治体は１１道府県を含め「１４３」であったことが
判明しました（さらに、これ以外に、法律が成立した６月２４日より後に採択された自治体が１３ありました）。
　このように、最後は私たちが把握していない多数の自治体で採択されていたということ自体、私たちの運
動がいかに大きく広がっていたかを示すものといえます。
　最終確定結果を、以下に記載します。
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（注）【　】内は、過労死防止法が成立した 2014 年 6 月 24 日以降に採択した自治体である。


